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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】放電管の端部が破損されたり、インナーリード
や外部リード線が切断されるという点を解消する。
【解決手段】放電管１０において、ガラス管２の両端部
にはインナーリード１９を貫通させ、保持させている
が、インナーリード１９の一部をスプリング形状２０に
加工している。また、インナーリード１９の一部をジグ
ザグ状に、もしくはバネ状２０に加工している。



(2) 特開２００１－３３８５０９

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】液晶パネルと、該液晶パネルの裏側に配し
たバックライトとから成り、このバックライトに放電管
を用いた液晶表示装置であって、前記放電管のインナー
リードの一部を、または該インナーリードに接続した外
部リード線の一部をスプリング形状もしくはバネ形状に
したことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】液晶パネルと、該液晶パネルの表側に配し
たフロントライトとから成り、このフロントライトに放
電管を用いた液晶表示装置であって、前記放電管のイン
ナーリードの一部を、または該インナーリードに接続し
た外部リード線の一部をスプリング形状もしくはバネ形
状にしたことを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は冷陰極管など放電管
からなるバックライトもしくはフロントライトを配設し
た液晶表示装置の改良に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】近年、パーソナルコンピュータ、ワード
プロセッサ、テレビ、デジタルカメラ、ビデオカメラ、
魚群探知機、携帯型位置測定システム（Global Positio
ning System:ＧＰＳ）などへの液晶表示装置の応用が進
められている。
【０００３】通常、液晶表示装置には液晶パネルの裏側
にバックライトを設けて、そのバックライトによって輝
度を高めるようにしている。その他に反射型液晶表示装
置においては、フロントライトを液晶パネルの表側に設
けて、輝度を高める技術もある。
【０００４】通常、これらバックライトやフロントライ
トの光源として放電管が用いられる（特開平６‐１３０
２３号参照）。
【０００５】たとえば、バックライトに関して説明する
に、このバックライトは導光板と、その導光板の端面に
設けた放電管とを主要構成部にして、放電管の出射光が
導光板に入り、導光板の主面より光照射され、これによ
って液晶パネルを投光する。
【０００６】この放電管を図４と図５により説明する。
【０００７】図４は放電管１の外観図、図５は放電管１
の端部付近の拡大図である。
【０００８】放電管１の本体は透明なガラス管２からな
り、このガラス管２の内壁面には蛍光体３を塗布してい
る。ガラス管２の両端部にはインナーリード４を貫通さ
せ、保持させている。
【０００９】インナーリード４の先端部には、互いに対
向してガラス管２の長手方向の同軸上に一対の電極５を
配置している。
【００１０】さらにインナーリード４の他方の端部には
リード線６が接続され、放電管１を点灯する際に、外部
の電源装置より電圧を印加するためのものである。
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【００１１】上記のような構成の放電管１をバックライ
トの光源として使用することで、液晶表示装置の輝度を
高めている。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、このよ
うな構成のバックライトを液晶パネルに配設する場合、
放電管１を組み込むに際に、インナーリード４に引張り
加重がかかり、同様にリード線６にも引張り加重がかか
りやすくなる。
【００１３】この課題は図６と図７に示されている。図
６は放電管１の外観図であり、図７は放電管１を組み込
んだ液晶表示装置７の平面図である。８は液晶表示装置
７の表示領域である。
【００１４】図６に示すように、放電管１の端部もしく
はガラス管２の端部は破損されたり、しかも、インナー
リード４が切断されたり、リード線６が切断されるとい
う問題点がある。
【００１５】また、図７に示すように、液晶表示装置７
に放電管１を組み込んだ後に、外部の電源装置と接続す
るためにリード線６が引出された状態にあり、リード線
６を引っ張ることで、同様に放電管１の端部に引っ張り
加重がかかり、これによって放電管１の端部もしくはガ
ラス管２の端部は破損されたり、インナーリード４やリ
ード線６が切断されるという課題がある。
【００１６】かかる課題は、フロントライトにおいても
同じである。
【００１７】したがって本発明は叙上に鑑みて完成され
たものであり、その目的はバックライトやフロントライ
トに使用する放電管に接続されたインナーリードや、外
部リード線に引っ張り加重がかかっても、それを緩和
し、これにより、放電管やバックライトを保護し、さら
に良好な点灯を長期間にわたって維持した高信頼性かつ
高品質の液晶表示装置を提供することにある。
【００１８】
【課題を解決するための手段】本発明の液晶表示装置
は、液晶パネルと、この液晶パネルの裏側に配したバッ
クライトとから成り、バックライトに放電管を用いたも
のであって、上記放電管のインナーリードの一部を、ま
たはインナーリードに接続した外部リード線の一部をス
プリング形状もしくはバネ形状にしたことを特徴とす
る。
【００１９】本発明の他の液晶表示装置は、液晶パネル
と、この液晶パネルの表側に配したフロントライトとか
ら成り、このフロントライトに放電管を用いたものであ
って、上記放電管のインナーリードの一部を、またはイ
ンナーリードに接続した外部リード線の一部をスプリン
グ形状もしくはバネ形状にしたことを特徴とする。
【作用】本発明の液晶表示装置によれば、放電管をバッ
クライトやフロントライトのいずれに使用しても、放電
管のインナーリードの一部を、またはインナーリードに
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接続した外部リード線の一部をスプリング形状もしくは
バネ形状にしたことで、放電管を組み込むに際に、イン
ナーリードや外部リード線に引張り加重がかかっても、
その弾性により吸収され、これにより、放電管の端部が
破損されなくなり、しかも、インナーリードや外部リー
ド線が切断されなくなる。
【００２０】また、液晶表示装置に放電管を組み込んだ
後に、外部の電源装置と接続するに、外部リード線が引
出された状態にあっても、インナーリードの一部を、ま
たはインナーリードに接続した外部リード線の一部をス
プリング形状もしくはバネ形状にしたことで、その力が
緩和され、放電管の端部が破損されなくなり、インナー
リードや外部リード線が切断されなくなる。
【００２１】
【発明の実施の形態】本発明をバックライトに放電管を
使用した場合を、図１～図３および図８により説明す
る。
【００２２】図１は本発明の液晶表示装置９に使用する
放電管１０の外観図、図２は放電管１０の要部拡大図、
図３は放電管１０の他の要部拡大図である。また、図８
は本発明の液晶表示装置９の概略断面図である。なお、
従来の放電管１と同一箇所には同一符号を付す。
（液晶表示装置９の構成）図８にて液晶表示装置９を説
明する。
【００２３】筐体１１の内部にバックライト１２と、画
像表示をおこなう液晶パネル１３とを重ねて保持され
る。
【００２４】液晶パネル１３は電極がパターンニングさ
れた２枚のガラス基板をシール材を介して貼り合わせ、
液晶を封入したものであり、これによって画像表示がお
こなわれる有効表示領域が規定される。この有効表示領
域に対向しバックライト１２にも有効発光領域が規定さ
れる。
【００２５】バックライト１２は透明なアクリル樹脂か
らなる平板の導光板１４の一方面上に光拡散板１５を、
他方面上に光反射板１６を形成している。光拡散板１５
上に集光用のレンズシート１７を１枚もしくは複数枚設
けてもよい。導光板１４の端面には冷陰極管などの放電
管１０を設け、さらにリフレクタ１８を覆い、放電管１
０の照射光がリフレクタ１８でもって反射され、導光板
１４内に導かれる。
（放電管１０の構成）図１に示す放電管１０について、
具体的な構成を図２にて放電管１０ａでもって説明し、
図３により他方の放電管１０ｂを説明する。
【００２６】放電管１０においても、透明なガラス管２
の内壁面には蛍光体３を塗布し、ガラス管２の両端部に
はインナーリード１９を貫通させ、保持させている。
【００２７】インナーリード１９は、たとえばＮｉ－Ｆ
ｅ合金からなり、その先端部には、互いに対向してガラ
ス管２の長手方向の同軸上に一対の電極５を配置してい
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る。さらにインナーリード１９の他方の端部には前記外
部リード線としてのリード線６が接続され、放電管１０
を点灯する際に、このリード線６を通して外部の電源装
置より電圧を印加している。
【００２８】そして、放電管１０ａにて、インナーリー
ド１９の一部をスプリング形状２０に加工している。ま
た、放電管１０ｂにてインナーリード１９の一部をジグ
ザグ状に、もしくはバネ状２０に加工している。このよ
うに加工することでインナーリード１９自体に弾性を付
与する。
【００２９】かくして本発明の液晶表示装置９によれ
ば、放電管１０ａのようにスプリング形状２０のインナ
ーリード１９を配したり、放電管１０ｂのようにバネ状
２０のインナーリード１９を用いることで、放電管１０
を組み込むに際に、インナーリード１９やリード線６に
引張り加重がかかっても、その弾性により吸収され、こ
れにより、放電管１０（もしくはガラス管２）の端部が
破損されなくなり、しかも、インナーリード１９やリー
ド線６が切断されなくなる。
【００３０】また、本発明によれば、液晶表示装置９に
放電管１０を組み込んだ後に、外部の電源装置と接続す
るに、リード線６が引出された状態にあっても、インナ
ーリード１９の一部をスプリング形状もしくはバネ形状
２０に加工したことで、その力が緩和され、放電管１０
の端部が破損されなくなり、インナーリード１９やリー
ド線６が切断されなくなる。
【００３１】本発明者は上記のようなバネ特性のリード
線６については、その引張り強度を０．５～１０ｋｇｆ
の範囲内に設定することで、本発明の目的が容易にかつ
確実に達成されることを確認している。
【００３２】なお、本発明は上記実施形態例に限定され
るものでなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内で種々
の変更や改善などは何ら差し支えない。たとえば、上記
実施形態例ではインナーリード１９の一部をスプリング
形状もしくはバネ形状２０に加工したが、これに代えて
リード線６に対して、その一部をスプリング形状もしく
はバネ形状２０に加工しても同様な作用効果を奏する。
【００３３】また、上述の説明は、バックライトに放電
管を使用した場合であるが、フロントライトに放電管を
使用しても同様な作用効果を奏する。
【００３４】
【発明の効果】以上のとおり、本発明の液晶表示装置に
よれば、放電管のインナーリードの一部を、またはイン
ナーリードに接続した外部リード線の一部をスプリング
形状もしくはバネ形状にしたことで、放電管を組み込む
に際に、インナーリードや外部リード線に引張り加重が
かかっても、その弾性により吸収され、これにより、放
電管の端部が破損されなくなり、しかも、インナーリー
ドや外部リード線が切断されなくなる。
【００３５】また、本発明によれば、液晶表示装置に放
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電管を組み込んだ後に、外部の電源装置と接続するに、
外部リード線が引出された状態にあっても、インナーリ
ードの一部を、またはインナーリードに接続した外部リ
ード線の一部をスプリング形状もしくはバネ形状にした
ことで、その力が緩和され、放電管の端部が破損されな
くなり、インナーリードや外部リード線が切断されなく
なる。
【００３６】しかも、本発明によれば、優れた品質の放
電管を使用することで、製造歩留まりが向上し、これに
よって生産コストが低減される。
【００３７】さらにまた、本発明によれば、放電管を良
好な点灯状態にて長期間にわたって維持でき、これによ
って高信頼性かつ高品質の液晶表示装置が提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の液晶表示装置に使用する放電管の外観
図である。
【図２】本発明の液晶表示装置に使用する放電管の要部
拡大図である。
【図３】本発明の液晶表示装置に使用する他の放電管の
要部拡大図である。 *
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*【図４】従来の液晶表示装置に使用する放電管の外観図
である。
【図５】従来の液晶表示装置に使用する放電管の要部拡
大図である。
【図６】従来の液晶表示装置に使用する放電管の外観図
である。
【図７】従来の液晶表示装置の平面概略図である。
【図８】本発明の液晶表示装置の概略断面図である。
【符号の説明】
２          ガラス管
３          蛍光体
５          電極
６          リード線
９          液晶表示装置
１０        放電管
１２        バックライト
１３        液晶パネル
１９        インナーリード
２０        スプリング形状もしくはバネ形状

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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